
１．「行政書士試験に１回で合格する」
とは？

行政書士試験に

合格する

「１回で」

行政書士試験とはどのような試験なのか？
試験の特性を知り、戦略を立てていきましょう。

どのように勉強すれば合格できるのか？
合格のための正しい学習法をお伝えします。

法律の学習がはじめてでもスムーズに学習できるよう、法
律学習のコツもお伝えします。



２．行政書士試験とは ①試験概要

試験概要

•実施日：11月の第２日曜日

•試験時間：３時間（13:00～

16:00）

•受験資格：なし

試験内容

•法令等：基礎法学、憲法、民法、

行政法、商法（会社法含む）

（46問・244点）

•一般知識等：政治・経済・社会、

情報通信・個人情報保護、文章

理解（14問・56点）

•計60問、300点満点

合格基準（すべての要件を満たす

必要あり）

•法令等：50%（122点）以上

•一般知識等：40%（24点）以上

•試験全体の得点：60%（180

点）以上



２．行政書士試験とは ②試験内容

５肢択一式
（１問４点）

多肢選択式
（１問８点）

40字記述式
（１問20点）

配点 計

法令等

基礎法学 ２問 － － ８点

46問
（244点）

憲法 ５問 １問 － 28点

民法 ９問 － ２問 76点

行政法 19問 ２問 １問 112点

商法（会社法含む） ５問 － － 20点

一般知識等
政治・経済・社会・
情報・文章理解

14問 － － 56点
14問

（56点）

計
54問

（216点）
３問

（24点）
３問

（60点）
300点

60問
（300点）



３．行政書士試験の特性と戦略 ①全体

①ー１ 全体で180点以上得点する必要がある。

①ー２ 一般知識に基準点（６問（24点））が設けられている。

①ー３ 40字記述式の出題がある。

満点を目指すのではなく、基本知識を間違えない力を！

６問取れればよし。日々の学習が一般知識対策となる。

択一式対策をすることが40字記述式対策にもなる。



３．行政書士試験の特性と戦略 ①全体

①ー３ 40字記述式の出題がある。＜補足＞

40字記述式問題を解くのに必要とされるのは、択一知識（択一式問題を
解くのに必要とされる重要条文・判例知識）。

問題 次の１～５の中から正しいも
のを１つ選びなさい。
１．…（条文知識）…できる。
２．…（判例知識）…できない。
３．…（判例知識）…できる。
４．…（条文知識）…できる。
５．…（条文知識）…できない。

問題 AはＢに…このとき、Aは誰
に対し、いつまでに、どのような措
置をとることができるか。40字程度
で記述しなさい。

＜５肢択一式＞ ＜40字記述式＞

変換



３．行政書士試験の特性と戦略 ②科目別

②ー１ 最重要科目：行政法

②ー２ 重要科目：民法

②ー３ 基準点あり：一般知識

過去問の焼き直し問題が多い。過去問は全て覚える。

毎日付き合い続ける。ルーティーンとする。

文章理解３問は死守。条文・判例学習で読解力をつける。



３．行政書士試験の特性と戦略 ②科目別

②ー３ 基準点あり：一般知識＜補足＞

一般知識は、文章理解３問＋情報３問＝６問で基準点突破を目指す。

政治・経済・社会 選挙制度・国家財政・社会保障制度、等々
７～８問程度
（変動あり）

情報 情報通信用語・個人情報保護法
３～４問程度
（変動あり）

文章理解 空欄補充・並べ替え・本文内容把握等 ３問

計 14問（内、６問死守）

＜一般知識＞

対策難しい
（現場対応）

対策可能



４．正しい学習法
①マスタースケジュールを描く

インプット期

まずは全科目を１周させる

強化期

自分のペースで反復学習をし、

強化する

直前期

本番のシミュレーションをし、

最後の詰めの作業をする４月～７月

８月～９月

９月末～本試験合格モデル

３段階で着実にステップアップを目指す。

ここで実力が一気に伸びる！



４．正しい学習法 ②講義を活用する

自習

条文の

読み方

テキストの

読み方
判例の

読み方

講義は「活用」する

講義で自習のための武器（条文の読み方・
判例の読み方・テキストの読み方）を手に
入れる。

学習の中心は自習
（武器を使いこなして力をつける）

＜講義＞



４．正しい学習法 ②講義を活用する

講義は「活用」する＜補足＞

テキスト

用語・概念

判例条文

法律の学習とは、「条文」と「判例」を理解すること。
テキストは、試験対策として重要な条文と判例をわかりやすくまとめたもの。しかし…

どういう意味？

なぜここで学習？
他の制度との関連

は？

試験ではどのように問
われる？重要？

初学者が自力で読み解くのは困難。試験
対策として意味のある読み方を講義でお
伝えします。



４．正しい学習法 ③繰り返す

１回で理解できないのは当たり前と心得る

法律の文章は難解であり、そのルールは複雑で、多岐にわたる。
しかし、繰り返すことによりそのハードルは下がる。

１回目

２回目

３回目
？？？（よくわから
ないけどとりあえず
通しで読んでみる）

この言葉はこういう意味
だったな…ということは…

なんとなくわかってきた！

ここに至るまでが大変だが、
一度掴んだらこちらのもの。
この後はスムーズです。
大事なのは、１～２回目くら
いであきらめないこと。最初
から複数回読むつもりでいる
こと。



＜参考＞
ベーシック本科生

インプット期 強化期 直前期

・基本講義 全55回
（基礎法学（※）・憲法（※）・民法・行政法・商法・文

章理解・政治経済情報等）
※民法から学習スタート。基礎法学・憲法は強化期に反復学習と並行して
Web等で受講。

・科目別答練 全７回
（基礎法学・憲法・民法・行政法・商法・政治経済情

報等）
※ミニテスト・過去問集（自習用教材）

・総合答練 第１回
（答練・解説講義）
・総合答練 第２回
（答練・解説講義）
・全国公開模試第１回
（模試・解説講義）
・全国公開模試第２回
（模試・解説講義）
・最終答練
（答練・解説講義）

４月～ ８月～ ９月末～

※Web等で受講
基本講義
（基礎法学・憲法）

４月からスタートして追いつける、充実の速修コース。

４月スタートでも、基本講義・科目別答
練は「プレミアム本科生」と同じ内容を
学習できます。
※ただし、４月スタートである以上、一部講義は
Web等のフォロー制度を活用することが必要になり
ます。また、記述対策講義なども活用されることをお
勧めします。



５．行政書士試験に１回で合格するための
学習法

試験特性を踏まえた

戦略

正しい学習法

この試験が求めているのは「基本知識を間違えない
力」。40字記述や一般知識に惑わされず、基本の徹底
に努めましょう。

マスタースケジュールに沿って「自習できるように講
義を活用する」という意識で主体的に学習しましょう。
繰り返すことにより法律はわかるようになってきます。



春の早割キャンペーン第1弾
3/31(木)まで 【通常受講料より最大30,000円OFF】

「ベーシック本科生」 教室／ビデオブース／Web通信

受講料例）Web通信講座 ￥198,000 ⇒ ¥168,000

「ベーシック本科生」 DVD通信

受講料例）DVD通信講座 ￥217,000 ⇒ ¥202,000

★キャンペーンの詳細は
TACホームページをご覧ください。


